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は
じ
め
に

　

敗
戦
前
年
の
１
９
４
４
年
、
養
徳
社
と
い
う
出
版
社
が
設
立
さ
れ
た
。

住
所
は
、
奈
良
県
山
辺
郡
丹
波
市
町
大
字
川
原
城
町
（
現
在
の
天
理
市
）

で
、
天
理
時
報
社
内
に
本
社
が
あ
っ
た
。

　

所
在
地
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
設
立
に
は
天
理
教
が
関
わ
っ
て
い

る
。
戦
時
下
で
出
版
社
の
整
理
統
合
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
天
理
時
報

社
出
版
部
、
甲
鳥
書
林
、
六
甲
書
房
、
朱
雀
書
林
、
日
本
古
書
通
信
社

が
合
併
し
て
で
き
た
の
が
養
徳
社
で
あ
っ
た
。

　

同
社
は
、
敗
戦
前
後
の
困
難
な
時
期
に
、
多
く
の
日
本
・
西
洋
文
学
、

哲
学
、
民
俗
学
、
美
術
関
係
の
書
籍
を
刊
行
し
て
、
日
本
の
出
版
史
を

支
え
る
重
要
な
仕
事
を
し
た
。
戦
時
下
で
自
由
な
出
版
と
は
い
か
な

か
っ
た
は
ず
だ
が
、
時
局
に
必
ず
し
も
お
も
ね
る
こ
と
の
な
い
姿
勢
が

刊
行
物
の
一
端
か
ら
垣
間
見
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
養
徳
社
は
、
学
術
研
究
の
対
象
と
い
う
よ
り
は
、
古
書
や

出
版
史
に
関
心
を
持
つ
人
た
ち
の
地
道
な
仕
事
に
よ
っ
て
そ
の
存
在

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。（
※
註
１
）
現
在
も
存
続
す
る
養
徳
社
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
創
設
の
こ
ろ　

養
徳
社
創
立
六
十
年
」
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ

フ
ァ
イ
ル
）
を
公
開
し
て
、
自
社
の
歴
史
を
伝
え
て
い
る
。（
※
註
２
）

　

近
年
で
は
、
養
徳
社
に
関
わ
っ
た
作
家
が
交
わ
し
た
書
簡
や
日
記
な

ど
も
公
開
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
あ
た
る
こ
と
で
、

本
論
は
、
養
徳
社
が
い
か
に
し
て
生
ま
れ
、
活
動
を
続
け
て
き
た
の
か

を
、
思
想
史
研
究
の
方
法
論
を
用
い
て
描
き
直
す
こ
と
を
試
み
る
。

　

そ
の
際
、
着
目
し
た
い
の
が
、
作
家
と
の
交
流
を
ふ
く
め
た
出
版
社

の
活
動
で
あ
る
。
思
想
史
の
研
究
は
個
人
の
思
想
に
焦
点
を
あ
て
る
こ

と
が
多
い
。
そ
の
場
合
、
作
家
と
読
者
の
関
係
が
優
先
さ
れ
、
出
版
社

の
存
在
は
背
景
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
は
、
作
家
と
読
者

を
つ
な
ぐ
の
が
出
版
社
で
あ
り
、
社
会
へ
の
広
が
り
や
影
響
を
考
え
る

と
、
作
家
、
出
版
社
を
個
々
に
分
析
す
る
よ
り
は
、
作
家
と
出
版
社
を

ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
と
と
ら
え
る
視
点
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。（
※
註
３
）
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な
お
、
本
論
で
は
、
扱
う
時
期
を
１
９
４
０
年
代
か
ら
50
年
頃
ま
で

と
す
る
。
こ
の
時
期
に
限
定
す
る
の
は
、
養
徳
社
自
身
の
事
情
に
も
よ

る
が
、（
※
註
４
）
戦
時
と
戦
後
に
お
け
る
日
本
社
会
の
連
続
性
を
検
討

す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
敗
戦
前
後
の
日
本
社
会
を
連
続
と
と
ら

え
る
か
、
断
絶
と
と
ら
え
る
か
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
て

き
た
が
、
本
論
は
出
版
社
と
い
う
文
化
の
担
い
手
を
対
象
と
し
て
、
こ
の

問
題
を
考
え
て
み
た
い
。
同
時
に
、
戦
前
か
ら
戦
後
へ
と
い
う
時
間
軸

だ
け
で
は
な
く
、
奈
良
、
京
都
、
東
京
と
い
う
空
間
軸
も
念
頭
に
置
く

こ
と
と
す
る
。

　

結
論
を
急
げ
ば
、
本
稿
は
、
い
わ
ゆ
る
「
戦
後
保
守
」
の
源
流
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
い
に
迫
る
た
め
の
予
備
的
考
察
を
想
定
し

て
い
る
。「
戦
後
保
守
」
論
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
久
野
収
・

鶴
見
俊
輔
・
藤
田
省
三
に
よ
る
「
日
本
の
保
守
主
義　

『
心
』
グ
ル
ー
プ
」

（『
戦
後
日
本
の
思
想
』
岩
波
書
店
、
１
９
５
９
年
）
が
あ
り
、
近
年
で
は

多
く
の
「
保
守
」
論
が
登
場
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
も
そ
も
「
保
守
」
概
念
の
定
義
を
う
ま
く
で
き
て
い
な

い
た
め
に
論
者
の
考
え
る
「
保
守
」
の
恣
意
的
・
頂
点
的
な
抽
出
に
な

ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
、
ま
た
戦
時
と
戦
後
の
連
続
性
に
対
す
る
視
点

や
文
化
の
側
面
か
ら
の
分
析
が
弱
い
こ
と
な
ど
の
難
点
が
あ
る
。
本
論

で
は
、
ま
ず
「
保
守
」
を
定
義
し
て
演
繹
的
に
日
本
社
会
を
切
り
取
る

の
で
は
な
く
、
敗
戦
を
ま
た
ぐ
作
家
、
出
版
社
の
交
流
圏
に
着
目
す
る

こ
と
で
、
文
化
の
側
面
か
ら
「
戦
後
保
守
」
の
源
流
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。

１　

天
理
時
報
社
と
甲
鳥
書
林

　

本
章
で
は
、
養
徳
社
設
立
ま
で
の
時
期
を
追
う
が
、
合
併
に
際
し
て

中
心
と
な
っ
た
天
理
時
報
社
と
、
合
併
先
の
出
版
社
（
甲
鳥
書
林
、
六
甲

書
房
、
日
本
古
書
通
信
社
、
朱
雀
書
林
）
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
論
じ
る
。

　

天
理
時
報
社
は
、
一
般
社
会
へ
の
文
書
伝
道
を
よ
り
積
極
的
に
行
う

た
め
に
、
１
９
４
０
年
に
天
理
教
教
庁
印
刷
所
を
改
組
し
、『
天
理
時
報
』

『
み
ち
の
と
も
』
を
刊
行
し
て
き
た
道
友
社
と
合
併
す
る
形
で
設
立
さ

れ
た
。
そ
の
場
所
は
先
に
伝
え
た
、
奈
良
県
山
辺
郡
丹
波
市
町
大
字
川

原
城
町
（
現
在
の
天
理
市
）
で
あ
る
。（
※
註
５
）

　

当
初
は
天
理
教
関
連
の
書
籍
を
刊
行
し
て
い
た
が
、
１
９
４
２
年
頃

か
ら
傾
向
の
異
な
る
書
籍
も
世
に
送
り
出
す
。
同
年
で
は
、
保
田
與
重

郎
（
※
註
６
）
『
風
景
と
歴
史
』、
田
中
克
己
『
神
軍　

詩
集
』、
中
谷
孝

雄
『
旅
情
』、
前
川
佐
美
雄
『
天
平
雲　

歌
集
』
な
ど
が
あ
る
。

　

こ
の
人
脈
は
、
神
保
光
太
郎
、
亀
井
勝
一
郎
、
中
島
栄
次
郎
、
中
谷

孝
雄
、
緒
方
隆
士
、
保
田
與
重
郎
を
初
期
同
人
と
す
る
『
日
本
浪
曼
派
』

（
１
９
３
５
年
創
刊
）
に
近
い
。（
※
註
７
）
『
コ
ギ
ト
』
30
号
（
１
９
３
４

年
11
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
彼
ら
の
「『
日
本
浪
曼
派
』
広
告
」
で
は
、「
平

俗
低
徊
の
文
学
」
の
流
行
に
対
す
る
「
流
行
に
対
す
る
不
易
」「
従
俗
に

対
す
る
本
道
」
を
主
張
す
る
文
学
運
動
こ
そ
日
本
浪
曼
派
で
あ
る
こ
と

が
謳
わ
れ
て
い
る
。（
※
註
８
）
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田
中
克
己
は
大
阪
出
身
で
、
東
京
帝
大
在
学
中
の
１
９
３
２
年
に

保
田
與
重
郎
ら
大
阪
高
等
学
校
時
代
の
同
窓
生
と
と
も
に
『
コ
ギ
ト
』

を
創
刊
し
た
。（
※
註
９
）

　

こ
の
『
日
本
浪
曼
派
』
『
コ
ギ
ト
』
の
一
部
の
人
々
は
１
９
３
９
年

８
月
に
中
河
与
一
が
創
刊
す
る
『
文
芸
世
紀
』
と
も
関
わ
り
を
持
つ
。

（
※
註
10
）
保
田
、
田
中
、
神
保
光
太
郎
（
３
人
は
同
人
に
な
る
）、
中
谷
、

伊
東
静
雄
ら
で
あ
る
。
く
わ
え
て
、
同
誌
に
は
武
者
小
路
実
篤
や
三
島

由
紀
夫
、
ま
た
短
歌
で
は
吉
井
勇
や
前
川
佐
美
雄
、
斎
藤
史
が
そ
れ
ぞ

れ
投
稿
し
た
。

　

そ
の
前
川
は
、
奈
良
出
身
で
佐
佐
木
信
綱
に
師
事
し
た
歌
人
で
あ
る
。

（
※
註
11
） 

１
９
３
３
年
に
奈
良
に
戻
り
、
翌
年
『
日
本
歌
人
』
を
創
刊
、

こ
こ
に
保
田
も
寄
稿
し
た
。
ま
た
、
前
川
は
、
１
９
３
９
年
に
保
田
、
田

中
、
中
谷
も
関
わ
る
新
ぐ
ろ
り
あ
叢
書
か
ら
『
歌
集
く
れ
な
ゐ
』
を
刊

行
し
、
日
本
浪
曼
派
と
も
近
か
っ
た
。

　

お
そ
ら
く
奈
良
在
住
の
前
川
と
天
理
時
報
社
と
の
関
わ
り
が
生
じ
、

そ
こ
か
ら
日
本
浪
曼
派
人
脈
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

１
９
４
３
年
に
は
天
理
時
報
社
で
「
大
和
シ
リ
ー
ズ
」
の
刊
行
が
始
ま

り
、
そ
の
な
か
に
は
よ
く
知
ら
れ
る
亀
井
勝
一
郎
の
『
大
和
古
寺
風
物

誌
』
が
あ
る
。
同
書
の
「
後
記
」
で
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 

と
こ
ろ
で
か
う
い
ふ
本
を
刊
行
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
奈
良

の
畏
友
前
川
佐
美
雄
君
と
天
理
時
報
社
の
上
田
理
太
郎
氏
の
お

蔭
で
あ
る
。
い
ま
ま
で
も
時
に
古
寺
の
感
想
を
発
表
し
た
こ
と
は

あ
つ
た
が
、
本
に
ま
と
め
る
こ
と
は
考
へ
て
ゐ
な
か
つ
た
。
偶
々

前
川
君
を
介
し
て
上
田
氏
と
知
り
あ
ひ
、
そ
の
懇
切
な
慫
慂
に

よ
つ
て
、
昨
年
の
初
秋
か
ら
冬
へ
か
け
て
漸
く
ま
と
め
あ
げ
る

こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。（
※
註
12
）

　

と
も
に
奈
良
に
住
む
上
田
（
天
理
時
報
社
出
版
部
長
）（
※
註
13
）
と
前

川
は
以
前
か
ら
交
流
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
後
述
す
る
が
、
こ
の
天

理
時
報
社
と
日
本
浪
曼
派
の
付
き
合
い
が
、
そ
の
後
の
『
大
和
文
学
』

へ
引
き
継
が
れ
て
い
く
。

　

次
に
、
合
併
先
の
出
版
社
に
移
ろ
う
。
該
当
す
る
出
版
社
は
、
甲

鳥
書
林
、
日
本
古
書
通
信
社
、
六
甲
書
房
（
※
註
14
）
、
朱
雀
書
林
（
※
註

15
）
だ
が
、
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
甲
鳥
書
林
で
あ
る
。

　

甲
鳥
書
林
が
京
都
で
設
立
さ
れ
た
の
は
１
９
４
０
年
４
月
と
な
っ

て
い
る
が
、
前
年
か
ら
事
実
上
立
ち
上
が
っ
て
出
版
活
動
を
始
め
て

い
る
。
社
を
担
っ
た
の
は
中
市
弘
と
矢や

倉ぐ
ら

年と
し

で
あ
る
。

　

こ
の
２
人
に
つ
い
て
は
、
北
出
楯
夫
氏
の
『
伊
賀
の
郷
土
史
あ
れ
こ

れ
』
が
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
中
市
は
１
９
１
１
年
11
月
、
三
重

県
伊
賀
市
上
野
町
生
ま
れ
。
郷
里
の
小
学
校
を
出
た
あ
と
、
京
都
の
桃

山
中
学
校
を
へ
て
、
１
９
３
８
年
に
日
本
大
学
法
学
部
を
卒
業
。
文
学

に
踏
み
込
む
き
っ
か
け
は
、
大
学
卒
業
後
に
胸
を
病
み
、
湘
南
の
サ
ナ

ト
リ
ウ
ム
で
、
斎
藤
茂
吉
の
弟
米
国
と
知
り
合
い
、
短
歌
を
始
め
た

こ
と
に
よ
る
よ
う
だ
。

　

そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
し
て
、
中
市
は
前
川
佐
美
雄
の
「
日
本
歌
人
の

会
」
に
入
会
し
て
京
都
下
鴨
に
居
を
移
し
た
。
１
９
３
９
年
６
月
に
、
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中
市
は
の
ち
に
姉
婿
と
な
る
同
郷
の
矢
倉
年
（
本
名
稔
）
と
と
も
に

北
白
川
に
い
た
歌
人
の
吉
井
勇
宅
を
訪
ね
、
歌
集
出
版
を
依
頼
し
た
。

吉
井
か
ら
は
、
社
名
に
つ
い
て
、
創
業
の
地
と
な
る
下
鴨
の
鴨
に
ち
な

ん
だ
「
甲
鳥
」
の
案
を
示
さ
れ
、
甲
鳥
書
林
を
下
鴨
泉
川
町
に
創
立
し

た
。（
※
註
16
）

　

意
外
だ
っ
た
の
は
、
こ
こ
で
も
出
て
き
た
前
川
の
存
在
で
あ
る
。
確
か

に
調
べ
る
と
、
甲
鳥
書
林
か
ら
１
９
４
０
年
８
月
に
前
川
の
『
大
和　

歌
集
』
が
「
昭
和
歌
人
叢
書
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
同
叢
書
で
は

ほ
か
に
坪
野
哲
久
、
斎
藤
史
、
岡
山
巌
、
筏
井
嘉
一
、
岡
野
直
七
郎
、

五
島
茂
・
美
代
子
夫
妻
が
同
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
歌
集
を
刊
行
し
た

が
、
彼
ら
の
多
く
は
前
川
と
関
わ
り
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
、
１
９
２
８
年
に
結
成
さ
れ
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
に
取
り

組
ん
だ
新
興
歌
人
連
盟
に
は
前
川
、
坪
野
、
筏
井
、
五
島
夫
妻
ら
が
参

加
し
て
い
た
。
ま
た
、
１
９
４
０
年
に
刊
行
さ
れ
た
共
同
歌
集
『
新
風

十
人
』
の
参
加
者
（
前
川
、
坪
野
、
斎
藤
、
五
島
美
代
子
、
筏
井
）
も

こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
参
加
し
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
前
川
を
は
じ
め
と
す
る
歌
人
と
の
付
き
合
い
が
、
京
都
在

住
の
吉
井
勇
や
川
田
順
と
の
交
流
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
上
司
海
雲
（
東
大
寺
塔
頭
観
音
院
住
職
）
の
「
吉
井
先
生
の
想
い

出
」
に
は
、「
戦
争
も
末
期
の
昭
和
十
八
、九
年
の
十
二
月
十
六
日
」
頃

に
、「
何
で
も
そ
の
こ
ろ
の
先
生
は
創
元
社
か
ら
た
の
ま
れ
た
短
歌
風
土

記
の
た
め
に
大
和
路
を
ご
巡
礼
中
で
寺
へ
も
拝
観
に
見
え
る
こ
と
は

日
本
歌
人
の
前
川
佐
美
雄
氏
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
」（
※
註
17
）
と
あ
る
。

吉
井
と
前
川
が
交
流
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
、
吉
井
は
前
年

の
１
９
４
２
年
に
天
理
時
報
社
か
ら
『
雷　

歌
随
筆
』
を
刊
行
し
て
い

た
。
川
田
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
前
川
も
川
田
も
佐
佐
木
信
綱
の
弟
子

で
あ
る
（
そ
し
て
後
述
の
新し

ん

村む
ら

出
い
ず
る

も
）。
し
か
し
、
こ
の
前
川
、
吉
井
、

川
田
、
天
理
教
の
各
交
流
が
甲
鳥
書
林
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
に
活
か

さ
れ
た
の
か
を
裏
付
け
る
資
料
は
今
の
と
こ
ろ
見
い
だ
せ
て
い
な
い
。

　

ち
ょ
う
ど
、
吉
井
は
１
９
３
８
年
10
月
に
高
知
か
ら
京
都
へ
、（
※
註

18
）
川
田
も
そ
の
２
年
後
に
神
戸
か
ら
京
都
へ
移
住
し
て
い
た
の
で
、

出
版
社
を
立
ち
上
げ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
も
い
え
る
。

　

甲
鳥
書
林
の
最
初
の
刊
行
物
は
、
吉
井
勇
の
歌
集
『
天
彦
』
と
武
者

小
路
実
篤
の
『
井
原
西
鶴
』
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
１
９
３
９
年
10
月
に

刊
行
さ
れ
た
。『
井
原
西
鶴
』
は
１
９
３
１
年
６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て

『
時
事
新
報
』
で
連
載
さ
れ
た
も
の
で
、
初
版
の
版
元
は
春
陽
堂
で
あ
る
。

（
※
註
19
）

　

他
に
関
係
し
た
書
き
手
と
し
て
は
、
堀
辰
雄
、
柳
田
國
男
（
※
註
20
）
、

中
谷
宇
吉
郎
（
※
註
21
）
の
ほ
か
、
京
都
の
下
鴨
と
い
う
こ
と
で
、
新
村
出

や
佐
々
木
惣
一
ら
の
京
都
帝
大
教
員
も
多
い
。

　

堀
は
こ
の
時
期
、
詩
雑
誌
『
四
季
』
（
第
２
次
、
１
９
３
４
年
創
刊
）

の
同
人
で
、
編
集
に
携
わ
っ
て
い
た
。
同
誌
の
「
主
張
す
る
と
こ
ろ
は
、

わ
れ
ら
の
雑
誌
を
し
て
為
さ
し
め
る
か
ぎ
り
に
於
い
て
、
そ
れ
ら
の

消
長
の
波
間
に
在
つ
て
な
ほ
永
遠
不
易
な
詩
の
高
き
伝
統
の
継
承
に

与
ら
し
め
や
う
と
い
ふ
に
あ
る
」（
※
註
22
）
と
し
て
、
詩
の
純
粋
な
追

究
が
記
さ
れ
て
い
る
。
他
の
同
人
に
は
、
三
好
達
治
、
丸
山
薫
、
井
伏

鱒
二
、
萩
原
朔
太
郎
、
室
生
犀
星
、
佐
藤
春
夫
、
中
原
中
也
、
神じ

ん

西ざ
い

清
、
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津
村
信
夫
、
桑
原
武
夫
（
三
高
時
代
に
三
好
と
学
友
）、
田
中
克
己
、
神

保
光
太
郎
（『
日
本
浪
曼
派
』
同
人
で
も
あ
る
）
ら
で
、
の
ち
に
日
本
浪

曼
派
の
伊
東
静
雄
、
保
田
與
重
郎
、
大
山
定
一
ら
も
加
わ
る
。（
※
註
23
）

　

堀
は
、
１
９
４
１
年
に
『
晩
夏
』
を
甲
鳥
書
林
か
ら
刊
行
し
た
。
そ
の

前
年
か
ら
矢
倉
と
書
簡
の
や
り
と
り
は
始
ま
っ
て
お
り
、
１
９
４
０
年

７
月
27
日
付
の
書
簡
で
は
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
短
篇
集
の
刊
行
に
つ
い
て

記
さ
れ
て
い
る
。（
※
註
24
）

　

柳
田
は
１
９
４
０
年
11
月
に
甲
鳥
書
林
か
ら
『
野
鳥
雑
記
』
『
野
草

雑
記
』
を
刊
行
し
た
。
編
集
を
担
当
し
た
矢
倉
と
の
や
り
と
り
は
小
田

富
英
編
『
柳
田
國
男
全
集
』
別
巻
１
（
筑
摩
書
房
、
２
０
１
９
年
）「
年
譜
」

に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
１
９
４
０
年
11
月
25
日
条
に
「
こ
の
日

の
前
後
、
出
来
上
が
っ
た
『
野
草
雑
記
・
野
鳥
雑
記
』
の
見
本
を
持
っ
て

矢
倉
が
訪
ね
て
く
る
。
目
次
の
終
わ
り
に
「
柳
田
国
男
装
て
い
」
と
書
い

て
あ
る
の
を
見
て
声
を
出
し
て
笑
う
。」（
※
註
25
）
な
ど
と
あ
る
。

　

新
村
は
、
先
述
の
通
り
、
佐
佐
木
信
綱
の
弟
子
で
、
彼
を
介
し
て
川
田

と
の
交
流
が
生
ま
れ
た
。
新
村
出
記
念
財
団
に
残
る
新
村
宛
川
田
書
簡

は
、
１
９
３
５
年
３
月
が
最
初
だ
と
い
う
。（
※
註
26
）
の
ち
に
、
新
村
は

川
田
に
連
れ
ら
れ
て
吉
井
宅
を
訪
問
し
て
三
者
の
交
流
が
生
ま
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。（
※
註
27
）
時
期
は
不
明
だ
が
、
土
岐
善
麿
宛
新
村
出
書

簡
（
１
９
４
３
年
11
月
１
日
付
）
に
は
「
当
地
川
田
順
吉
井
勇
両
歌
伯

と
は
屡
々
雑
談
之
機
あ
り
候
。」（
※
註
28
）
と
あ
る
の
で
、
こ
の
頃
に
は

す
で
に
交
流
が
始
ま
っ
て
い
て
、
新
村
も
甲
鳥
書
林
に
関
わ
っ
て
い
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
書
き
手
を
見
れ
ば
、
東
京
在
住
と
京
都
在
住
に
ま
た
が
っ
て

い
る
が
、
甲
鳥
書
林
は
創
業
当
初
か
ら
東
京
に
拠
点
を
持
っ
て
い
た
。

当
初
は
世
田
谷
区
太
子
堂
町
だ
っ
た
が
、
１
９
４
０
年
代
初
頭
の
刊
行

物
奥
付
を
見
る
と
神
田
区
鎌
倉
町
、
京
橋
区
銀
座
３
丁
目
が
見
ら
れ
、

の
ち
に
後
者
に
統
一
さ
れ
た
。（
※
註
29
）
東
京
の
拠
点
を
仕
切
っ
て
い

た
の
が
矢
倉
で
、（
※
註
30
）
土
橋
利
彦
（
塩
谷
賛
、
幸
田
露
伴
研
究
に
従

事
）
も
入
社
し
て
く
る
。

　

こ
の
多
彩
な
執
筆
陣
は
、
図
書
の
刊
行
だ
け
で
は
な
く
、
甲
鳥
書
林

が
刊
行
す
る
雑
誌
に
も
活
か
さ
れ
た
。『
甲
鳥
』
と
『
文
化
評
論
』
で
あ

る
。『
甲
鳥
』
は
１
９
３
９
年
10
月
に
創
刊
さ
れ
、
15
号
（
１
９
４
３

年
７
月
）
ま
で
続
い
た
。
吉
井
、
武
者
小
路
、
川
田
が
常
連
の
執
筆
家

で
、
ほ
か
に
新
村
、
高
田
保
馬
、
太
宰
施
門
、
堀
辰
雄
の
寄
稿
も
見
ら

れ
る
。
彼
ら
の
エ
ッ
セ
イ
や
歌
を
載
せ
つ
つ
、
刊
行
物
の
案
内
を
す
る
と

い
う
の
が
雑
誌
の
内
容
で
あ
る
。
15
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
句
集
の
案
内

で
は
「
装
幀
に
印
刷
に
製
本
に
、
こ
の
種
の
本
に
ふ
さ
は
し
い
、
書
林

伝
統
の
良
心
と
技
術
を
も
つ
て
努
力
い
た
し
ま
し
た
」（
※
註
31
）
と
あ
る

よ
う
に
、
戦
時
下
で
も
良
心
を
持
っ
て
妥
協
を
し
な
い
本
作
り
を
心
が

け
て
い
た
。
読
者
の
反
応
も
よ
く
、
同
じ
案
内
で
「
新
刊
本
も
発
売
早
々

に
売
切
れ
る
状
態
」
で
、
旧
刊
本
も
ご
く
少
数
残
本
を
残
す
の
み
と
記

さ
れ
て
い
る
。（
※
註
32
）
た
だ
し
、『
甲
鳥
』
も
15
号
で
途
絶
え
て
い
て
、

紙
も
限
ら
れ
る
な
か
で
、
難
し
い
業
務
と
経
営
を
迫
ら
れ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
１
９
４
０
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
文
化
評
論
』
も
出
版
統
制
で

２
号
限
り
と
な
っ
た
が
、（
※
註
33
）
坂
口
安
吾
や
堀
辰
雄
が
寄
稿
、
サ

ル
ト
ル
の
「
嘔
吐
」
の
翻
訳
も
掲
載
さ
れ
た
。
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特集 奈良に蒔かれた言葉と思想

２　

養
徳
社
の
設
立

　

こ
こ
か
ら
は
い
か
に
し
て
養
徳
社
が
う
ま
れ
た
の
か
に
話
し
を

移
そ
う
。

　

直
接
の
き
っ
か
け
は
戦
時
下
の
企
業
統
合
と
紙
の
欠
乏
で
あ
る
。

「
創
設
の
こ
ろ　

養
徳
社
創
立
六
十
年
」
に
よ
れ
ば
、
天
理
時
報
社
出
版

部
は
１
２
０
０
ポ
ン
ド
の
配
給
実
績
だ
っ
た
が
、
４
０
０
０
ポ
ン
ド
に

満
た
な
い
出
版
社
は
整
理
統
合
の
対
象
と
な
っ
た
た
め
、
他
の
出
版
社

と
統
合
し
て
規
定
ポ
ン
ド
数
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

ま
ず
呼
び
か
け
た
の
が
甲
鳥
書
林
で
あ
る
。
な
ぜ
甲
鳥
書
林
だ
っ
た
の

か
と
い
う
問
い
に
答
え
る
資
料
は
な
い
が
、
双
方
に
関
わ
る
前
川
や
新

村
出
の
仲
介
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。（
※
註
34
）

　

養
徳
社
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
養
徳
社
が
刊
行
し
た
『
昭
和
十
九
年

度
（
自
昭
和
十
九
年
十
月
十
四
日　

至
昭
和
二
十
年
三
月
卅
一
日
）　

第
壹
回
営
業
報
告
書
』
に
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。

　

  

即
チ
本
社
ハ
政
府
及
日
本
出
版
会
ノ
指
導
斡
旋
ニ
基
キ
、
出
版
事
業

ノ
整
備
及
ビ
其
ノ
要
請
ニ
従
ヒ
、
株
式
会
社
天
理
時
報
社
ノ
書
籍
出

版
ニ
関
ス
ル
事
業
ヲ
同
社
ヨ
リ
分
離
シ
、
新
ニ
甲
鳥
書
林
、
六
甲
書

房
、
日
本
古
書
通
信
社
、
朱
雀
書
林
等
ノ
諸
出
版
業
者
ヲ
合
併
統
合

シ
、
新
事
業
体
株
式
会
社
養
徳
社
ヲ
創
立
、
教
養
専
門
図
書
部
門
及

文
芸
図
書
部
門
ヲ
担
当
シ
、
以
テ
皇
国
文
化
ノ
宣
揚
ト
戦
力
増
強
ニ

寄
与
セ
ン
ト
シ
、
昭
和
十
九
年
五
月
一
日
出
版
事
業
開
始
許
可
申
請

書
ヲ
内
閣
総
理
大
臣
並
ニ
内
務
大
臣
ニ
提
出
、
同
年
八
月
二
十
五
日

付
事
業
開
始
許
可
ノ
指
令
ヲ
受
ケ
タ
リ
。
而
シ
テ
当
初
資
本
金
五
拾

万
円
ノ
計
画
ナ
リ
シ
モ
、
当
局
ノ
指
令
ニ
基
キ
金
参
拾
万
円
ト
シ
、

発
起
人
ニ
於
テ
同
年
九
月
二
十
日
定
款
ヲ
作
成
、
同
月
二
十
二
日
奈

良
地
方
裁
判
所
々
属
公
証
人
吉
田
律
氏
ノ
認
証
ヲ
受
ケ
、
直
チ
ニ
株

式
ヲ
公
募
、
同
年
拾
月
参
日
創
立
株
主
総
会
ヲ
経
テ
、
同
年
拾
月
拾

四
日
奈
良
区
裁
判
所
丹
波
市
出
張
所
ニ
於
テ
、
会
社
設
立
ノ
登
記
ヲ

完
了
シ
、
茲
ニ
株
式
会
社
養
徳
社
ノ
発
足
ヲ
見
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。　

（
※
註
35
）

　

戦
時
下
で
時
局
に
対
応
し
た
文
言
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
「
教

養
専
門
図
書
」「
文
芸
図
書
」
を
刊
行
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
養
徳
社

の
気
概
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
１
９
４
４
年
10
月
が
正
式
な

設
立
時
期
だ
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
１
９
４
３
年
９
月
頃
か
ら
図
書
の

刊
行
は
始
ま
っ
て
お
り
、
１
９
４
４
年
５
月
頃
に
は
柳
田
ら
関
係
者
に

も
伝
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。（
※
註
36
）

　

養
徳
社
の
社
名
は
、
天
理
教
の
管
長
で
二
代
真
柱
の
中な

か

山や
ま

正
し
ょ
う

善ぜ
ん

に

よ
る
。
天
理
教
で
は
す
で
に
他
の
施
設
な
ど
で
「
養
徳
」
と
い
う
名
称
を

使
っ
て
い
た
の
で
、
こ
こ
に
も
適
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。（
※
註
37
）　

前
掲
の
引
用
に
あ
る
「
定
款
」
も
存
在
し
、「
当
会
社
は
株
式
会
社
養
徳

社
と
称
す
」
か
ら
は
じ
ま
る
全
36
条
が
列
記
さ
れ
た
。
第
36
条
に
は
株

式
会
社
と
し
て
引
き
受
け
株
数
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、「
株
式
会
社
天

理
時
報
社　

会
社
を
代
表
す
へ
き
取
締
役
」
岡
島
善
次
が
２
２
５
０
株
、

中
市
弘
が
７
５
０
株
、
後
藤
総
一
郎
が
１
０
０
０
株
、
松
井
忠
義
が
３

５
０
株
、
矢
倉
稔
が
１
０
０
株
、
高
橋
道
男
、
富
永
牧
太
、
上
野
清
治
、

生
駒
藤
雄
が
そ
れ
ぞ
れ
50
株
と
な
っ
て
い
る
。（
※
註
38
）
株
数
の
み
見

れ
ば
、
圧
倒
的
に
天
理
時
報
社
の
資
本
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
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こ
の
メ
ン
バ
ー
は
そ
の
ま
ま
養
徳
社
の
発
起
人
、
役
員
と
な
っ
た
。

10
月
３
日
に
会
社
創
立
株
主
総
会
が
、
天
理
時
報
社
内
の
創
立
事
務

所
で
開
か
れ
、
取
締
役
に
中
市
、
岡
島
、
矢
倉
、
高
橋
、
富
永
、
上
野

が
、
監
査
役
に
松
井
、
後
藤
、
生
駒
が
選
任
さ
れ
、
取
締
役
会
で
代
表

取
締
役
・
取
締
役
社
長
に
中
市
が
、
代
表
取
締
役
・
専
務
取
締
役
に
岡

島
が
選
任
さ
れ
た
。「
創
設
の
こ
ろ　

養
徳
社
創
立
六
十
年
」
に
よ
れ

ば
、
中
市
と
矢
倉
以
外
は
す
べ
て
天
理
側
の
人
た
ち
で
、
松
井
は
天
理

時
報
社
の
専
務
取
締
役
、
後
藤
は
監
査
役
、
生
駒
は
編
集
部
長
、
富
永

は
天
理
図
書
館
館
長
で
あ
る
。（
※
註
39
）

　

養
徳
社
の
本
社
は
天
理
時
報
社
に
置
か
れ
、
支
社
も
京
都
と
東
京
に

設
け
ら
れ
た
。
京
都
支
社
の
場
所
は
甲
鳥
書
林
が
あ
っ
た
下
鴨
で
は
な

く
、
中
京
区
三
条
通
高
倉
東
入
桝
屋
町
で
あ
る
。（
※
註
40
）
東
京
支
社
は

甲
鳥
書
林
以
来
の
京
橋
区
銀
座
３
ノ
４
で
あ
る
。
こ
れ
ら
社
の
構
成
は

『
天
理
時
報
』
717
号
（
１
９
４
４
年
５
月
14
日
）
で
周
知
さ
れ
た
。（
※

註
41
）

　

合
併
に
際
し
て
人
員
の
増
加
も
行
わ
れ
、
庄
野
誠
一
と
木
村
徳
三
が

新
た
な
編
集
陣
に
加
わ
っ
た
。
庄
野
は
慶
應
大
仏
文
出
身
、
三
田
系
の
水

上
瀧
太
郎
門
下
で
あ
る
。
彼
は
『
文
藝
春
秋
』
編
集
者
を
し
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
た
が
、（
※
註
42
）
養
徳
社
に
来
た
の
は
矢
倉
の
声
が
け
に
よ
る
。

　

矢
倉
と
庄
野
の
出
会
い
は
、
堀
辰
雄
か
ら
庄
野
誠
一
に
宛
て
た
「
昭

和
十
六
年
夏
（
推
定
、
月
日
未
詳
）」
の
手
紙
に
「
矢
倉
君
に
お
会
ひ
に

な
つ
た
ら
よ
ろ
し
く
」
と
あ
る
ほ
か
、
１
９
４
１
年
８
月
６
日
付
の
手

紙
に
も
「
甲
鳥
書
林
の
方
は
初
校
〔
甲
鳥
書
林
か
ら
１
９
４
１
年
９
月

に
刊
行
さ
れ
る
『
晩
夏
』
を
指
す
と
思
わ
れ
る　

引
用
者
〕
も
う
全
部

す
み
ま
し
た
」
と
書
い
て
い
る
の
で
、
１
９
４
１
年
頃
か
ら
甲
鳥
書
林

に
も
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。（
※
註
43
）
庄
野
は
養
徳
社
の
東

京
支
社
に
勤
め
た
が
、
の
ち
に
空
襲
で
奈
良
の
本
社
に
移
っ
て
く
る
。

　

も
う
ひ
と
り
の
木
村
徳
三
も
編
集
者
で
あ
る
。
三
高
を
へ
て
東
京
帝

大
仏
文
卒
。
改
造
社
で
『
文
芸
』
の
編
集
を
担
当
し
た
が
、
１
９
４
４

年
に
改
造
社
が
解
散
命
令
を
受
け
て
、『
文
芸
』
は
河
出
書
房
に
譲
渡
。

職
場
を
失
っ
た
木
村
は
、
庄
野
の
声
が
け
で
、
養
徳
社
の
京
都
支
社
に

勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
の
様
子
を
木
村
は
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。

　
　

 

私
と
庄
野
さ
ん
と
は
、
庄
野
さ
ん
が
文
藝
春
秋
社
の
編
集
者
時
代

か
ら
の
顔
見
知
り
で
、
話
と
い
う
の
は
、
養
徳
社
の
京
都
支
社
で

企
画
編
集
長
を
求
め
て
い
る
、
そ
こ
で
、「
君
は
京
都
が
郷
里
だ
か

ら
、
こ
の
際
疎
開
を
か
ね
て
、
ま
た
肩
書
つ
き
だ
と
徴
用
逃
れ
に

役
立
つ
だ
ろ
う
か
ら
、
ひ
と
つ
行
っ
て
み
な
い
か
」
と
い
う
、
願
っ
て

も
な
い
勧
誘
で
あ
っ
た
。
関
西
落
ち
は
い
さ
さ
か
残
念
だ
が
、
こ
の

際
気
侭
な
こ
と
は
言
っ
て
ら
れ
な
い
。
そ
の
上
、
日
頃
敬
愛
す
る

庄
野
氏
の
推
薦
で
あ
り
、
ま
た
同
氏
と
同
じ
社
で
働
け
る
期
待
も

あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
の
親
交
も
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
私
に
殊
更
に

声
を
か
け
て
く
れ
た
庄
野
さ
ん
の
厚
情
が
私
に
は
限
り
な
く
あ
り

が
た
く
、
即
答
で
話
を
受
け
た
。（
※
註
44
）

　

木
村
は
９
月
上
旬
に
本
郷
の
家
を
た
た
み
、
京
都
御
所
の
最
寄
り
の

家
を
見
つ
け
て
移
り
、
10
月
か
ら
養
徳
社
京
都
支
社
に
勤
務
し
た
。
こ

う
し
て
支
社
、
ス
タ
ッ
フ
と
も
充
実
し
た
養
徳
社
は
、
出
版
業
を
進
め

て
い
く
。
設
立
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
川
端
康
成
が
鎌
倉
か
ら
駆
け
つ
け
る
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な
ど
、
戦
時
下
で
出
版
事
情
が
悪
化
す
る
な
か
、
養
徳
社
に
か
け
ら
れ

た
期
待
も
大
き
か
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
木
村
の
回
想
で
は
、
旧
出
版
社
の
紙
型
を
使
用
す
る
こ

と
が
多
く
、
編
集
作
業
は
少
な
く
、
紙
不
足
か
ら
印
刷
部
数
も
少
な

か
っ
た
と
い
う
。（
※
註
45
） 
１
９
４
３
年
に
養
徳
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た

図
書
を
見
る
と
、
中
谷
宇
吉
郎
『
樹
氷
の
世
界
』、
新
村
出
『
新
村
出
選

集
』、
吉
井
勇
『
定
本
吉
井
勇
歌
集
』
な
ど
、
甲
鳥
書
林
の
常
連
執
筆
家

が
多
い
。
実
際
、
奥
付
の
印
紙
も
甲
鳥
書
林
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

他
の
執
筆
者
と
し
て
は
、
川
田
順
、
堀
辰
雄
、
武
者
小
路
実
篤
、
柳

田
國
男
、
湯
川
秀
樹
ら
が
い
て
、
甲
鳥
書
林
の
関
係
者
が
占
め
る
。
堀

辰
雄
と
の
関
係
は
甲
鳥
書
林
以
来
で
、
１
９
４
４
年
９
月
に
『
曠
野
』

を
養
徳
社
か
ら
刊
行
し
た
。
そ
の
印
税
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
軽
井
沢
に

疎
開
し
た
堀
か
ら
中
市
弘
に
送
っ
た
手
紙
が
『
堀
辰
雄
全
集
』
に
収
録

さ
れ
て
い
る
。（
※
註
46
）

　

ま
た
、
柳
田
も
１
９
４
４
年
５
月
に
三
木
茂
と
の
共
著
『
雪
国
の
民

俗
』
を
養
徳
社
か
ら
刊
行
し
て
お
り
、
こ
の
経
緯
も
『
柳
田
國
男
全
集
』

別
巻
１
の
「
年
譜
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
養
徳
社
の
関
係
者
と
し
て

名
前
が
あ
が
っ
て
い
る
の
は
村
治
夫
、
矢
倉
年
、
土
橋
利
彦
、
青
木
う
た

で
、
と
く
に
村
と
矢
倉
が
よ
く
柳
田
の
も
と
を
訪
問
し
て
い
る
。（
※
註
47
）

　

こ
の
よ
う
に
、
甲
鳥
書
林
が
持
っ
て
い
た
作
家
と
の
人
脈
は
そ
の
ま

ま
に
、
印
刷
・
出
版
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
養
徳
社
が
す
る
と
い
う
の
が

実
状
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。（
※
註
48
）

　

養
徳
社
の
独
自
企
画
と
し
て
は
「
養
徳
叢
書
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
１
９

４
５
年
３
月
か
ら
刊
行
が
始
ま
り
、
敗
戦
の
８
月
ま
で
に
高
浜
虚
子

『
斑
鳩
物
語
』、
中
谷
宇
吉
郎
他
『
科
学
随
筆
選
』、
水
上
瀧
太
郎
『
父
と

な
る
記
』、
芥
川
龍
之
介
他
『
童
話
名
作
選
』、
鈴
木
三
重
吉
『
古
事
記

物
語
』
を
刊
行
・
復
刊
し
、
戦
後
も
長
ら
く
こ
の
企
画
は
続
い
た
。
そ
の

趣
旨
に
つ
い
て
「
日
本
民
族
の
心
を
豊
か
に
し
高
い
教
養
の
地
盤
と
な

り
、
人
生
に
対
す
る
深
い
理
解
と
智
慧
を
与
へ
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て

正
し
い
示
唆
を
提
供
す
る
も
の
を
幾
多
の
作
品
中
よ
り
厳
選
し
て
世
に

送
る
こ
と
に
し
た
」（
※
註
49
）
と
戦
後
の
刊
行
物
で
は
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
甲
鳥
書
林
以
来
、
一
時
途
絶
え
て
い
た
雑
誌
も
刊
行
さ
れ
た
。

京
都
支
社
内
に
、
乗
合
船
刊
行
所
が
設
け
ら
れ
、『
乗
合
船
』
が
１
９
４

５
年
５
月
に
創
刊
さ
れ
た
。（
※
註
50
）
誌
面
は
「
同
人
詠
草
」
「
寄
稿
雑

叢
」
「
風
塵
詠
草
」
か
ら
成
る
の
で
、
和
歌
を
中
心
と
し
た
雑
誌
で

あ
っ
た
。

　

奥
付
の
編
集
発
行
人
は
下
鴨
泉
川
町
の
矢
倉
年
で
あ
る
。
矢
倉
は
こ

こ
に
住
ん
で
、
京
都
支
社
に
通
っ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

「
編
輯
清
記
」
に
は
、
同
人
と
し
て
新
村
出
、
小
杉
放
庵
（
吉
井
勇
『
天

彦
』
挿
画
を
担
当
）、
川
田
順
、
高
田
保
馬
、
吉
井
勇
、
中
川
一
政
、
中

山
正
善
、
湯
川
秀
樹
の
８
名
の
名
前
が
あ
る
。（
※
註
51
）
同
人
と
会
員
に

分
か
れ
て
い
る
の
で
、
他
の
執
筆
者
の
武
者
小
路
実
篤
、
大
町
文
衛
、

上
村
六
郎
、
安
藤
彦
三
郎
、
中
市
弘
、
田
島
と
う
子
、
矢
倉
年
が
会
員

枠
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
元
甲
鳥
書
林
の
関
係
者
が
占
め
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
が
、
歌
人
の
田
島
は
前
川
佐
美
雄
の
関
係
者
で
あ
る
。
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刊
行
の
辞
と
も
言
え
る
「
小
引
」
は
「
伊
豆
流
翁
」
こ
と
新
村
出
の
筆

に
よ
る
。
冒
頭
に
は
「
乗
合
船
は
、
俗
に
似
て
雅
、
含
蓄
あ
り
、
詩
味

あ
り
、
人
或
は
典
雅
乏
し
き
を
憂
へ
ん
も
、
静
好
な
る
雅
趣
を
闕
如
す

と
は
謂
ふ
べ
か
ら
じ
。」（
※
註
52
）
、「
編
輯
清
記
」
に
は
「
有
縁
無
縁
の

衆
の
集
り
て
敷
島
の
道
に
乗
合
ふ
縁
を
結
ぶ
も
の
な
り
」
と
あ
る
の
で
、

同
人
誌
の
性
格
が
強
か
っ
た
と
い
え
る
が
、「
社
の
発
表
機
関
と
し
て
謄

写
代
用
た
る
も
の
な
れ
ば
、
一
般
に
之
を
発
売
せ
ず
。」（
※
註
53
）
と
し

て
、
養
徳
社
の
機
関
誌
と
し
て
の
位
置
づ
け
も
備
え
付
け
ら
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
養
徳
社
も
戦
時
下
で
社
会
情
勢
が
悪
化
し
て
く
る
と
、

京
都
支
社
も
た
た
ま
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
こ
こ
に
勤
め
て
い
た
木

村
も
疎
開
先
の
滋
賀
県
か
ら
奈
良
県
の
本
社
ま
で
通
う
。
こ
の
時
の
様

子
を
彼
は
「
た
だ
ひ
と
り
真
っ
暗
な
野
道
を
辿
る
途
中
で
、
翼
を
つ
ら

ね
て
頭
上
を
通
過
す
る
敵
機
の
群
に
言
い
知
れ
ぬ
恐
怖
感
に
襲
わ
れ

た
り
、
広
い
平
野
の
彼
方
か
ら
真
珠
色
の
雲
霞
の
よ
う
な
源
氏
蛍
の
大

群
が
近
づ
い
て
く
る
の
に
戦
慄
し
た
り　

そ
ん
な
単
に
身
体
を
酷
使

す
る
だ
け
の
通
勤
を
飽
き
も
せ
ず
、
休
み
も
せ
ず
に
送
っ
た
。」（
※
註

54
）
と
回
想
す
る
。

３　

敗
戦
後
の
離
散

　

こ
こ
か
ら
は
敗
戦
後
の
養
徳
社
の
活
動
を
追
う
。
戦
時
下
の
や
む
な

い
合
併
で
養
徳
社
が
誕
生
し
た
が
、
敗
戦
を
へ
て
、
社
の
体
制
は
変
化

し
た
。

　

ま
ず
中
市
と
矢
倉
で
あ
る
。『
伊
賀
の
郷
土
史
あ
れ
こ
れ
』
に
よ
れ

ば
、
中
市
は
敗
戦
後
の
8
月
に
郷
里
に
戻
り
、
上
野
市
西
ノ
丸
に
住
居

を
新
築
し
た
。（
※
註
55
）
そ
の
翌
月
、
堀
辰
雄
が
心
配
し
て
「
こ
の
あ
ひ

だ
養
徳
社
の
本
社
よ
り
中
市
さ
ん
が
社
長
を
辞
せ
ら
れ
た
由
の
知
ら
せ

が
参
り
、
あ
ま
り
突
然
の
事
に
て
ど
う
な
さ
れ
た
事
か
と
心
配
し
て
を

り
ま
す
が
御
病
気
で
も
悪
く
な
ら
れ
た
の
で
せ
う
か　

そ
の
後
何
か
あ

な
た
の
方
か
ら
お
便
り
で
も
と
思
つ
て
を
り
ま
し
た
が
、
少
々
気
が
か

り
に
な
つ
て
参
つ
た
の
で
、
ち
よ
つ
と
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
」（
※
註
56
）

と
い
う
手
紙
（
１
９
４
５
年
９
月
22
日
付
）
を
矢
倉
に
よ
こ
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
矢
倉
も
10
月
に
養
徳
社
を
退
社
し
た
。
そ
の
理
由
の

ひ
と
つ
は
彼
ら
に
独
立
へ
の
意
志
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
10
月
28
日

付
で
堀
辰
雄
か
ら
養
徳
社
の
庄
野
誠
一
に
宛
て
た
手
紙
に
は
「
先
日
、

中
市
さ
ん
、
矢
倉
さ
ん
な
ど
よ
り
の
書
面
に
て
旧
甲
鳥
系
の
独
立
の
由

承
知
」
と
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、「
矢
倉
君
か
ら
も
君
の
は
う
の
こ
と
呉
々

も
頼
ま
れ
ま
し
た
」
と
書
い
て
い
る
の
で
、
誘
っ
た
本
人
が
先
に
退
社

す
る
こ
と
の
後
ろ
め
た
さ
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。（
※
註
57
）

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
中
市
・
矢
倉
と
養
徳
社
の
関
係
が
こ
れ
ま
で
と
は

異
な
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
も
堀
辰
雄
か
ら
庄
野
誠
一
に
宛
て

た
、
12
月
７
日
付
の
手
紙
に
「
御
手
紙
拝
見
、
旧
甲
鳥
と
の
関
係
が

は
じ
め
て
よ
く
分
か
り
ま
し
た
、（
い
ま
ま
で
は
向
う
の
側
か
ら
の
手
紙

ば
か
り
見
て
ゐ
た
の
で
、
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
）
君
の
御
言
葉
に

従
つ
て
、
こ
れ
か
ら
は
即
か
ず
離
れ
ず
ぐ
ら
ゐ
の
と
こ
ろ
で
付
合
ひ
ま

せ
う
、こ
れ
ま
で
な
ん
だ
か
世
話
に
な
つ
て
ゐ
る
や
う
な
気
も
す
る
の
で
、

全
然
関
係
を
絶
つ
わ
け
に
も
ゆ
き
ま
せ
ん
か
ら･･････

」（
※
註
58
）
と

あ
る
。
庄
野
か
ら
伝
え
ら
れ
た
旧
甲
鳥
側
の
非
に
堀
も
納
得
し
た
文
面

で
あ
り
、
以
後
堀
は
庄
野
の
い
る
養
徳
社
と
の
関
係
で
出
版
し
て
い
く
。
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中
市
と
矢
倉
の
方
は
、
す
ぐ
に
新
し
い
出
版
社
の
設
立
と
は
い
か
ず
、

ま
ず
故
郷
に
戻
っ
た
よ
う
で
、
１
９
４
６
年
１
月
時
点
の
矢
倉
の
住
所

は
三
重
県
一
志
郡
多
気
村
に
な
っ
て
い
る
。（
※
註
59
）

　

そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
し
て
、
中
市
と
矢
倉
は
甲
文
社
と
い
う
出
版
社

を
、
も
と
甲
鳥
書
林
が
あ
っ
た
下
鴨
泉
川
町
で
起
こ
し
た
。
刊
行
さ
れ

た
書
籍
を
見
る
と
、
甲
鳥
書
林
の
印
紙
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
も
の

も
あ
る
。

　

１
９
４
６
年
３
月
に
は
湯
川
秀
樹
『
目
に
見
え
な
い
も
の
』
を
、
４
月

に
は
川
田
順
『
細
川
幽
斎
』
な
ど
を
刊
行
し
た
。
甲
鳥
書
林
の
人
脈
が
、

養
徳
社
を
へ
て
、
甲
文
社
に
受
け
継
が
れ
た
（
あ
る
い
は
旧
に
復
し
た
）

と
い
え
る
。
ほ
か
に
も
高
田
保
馬
、
佐
々
木
惣
一
、
中
谷
宇
吉
郎
、
柳

田
國
男
、
鈴
木
成
高
、
大
山
定
一
（
※
註
60
）
、
貝
塚
茂
樹
、
大
石
義
雄
、

太
宰
施
門
、
武
者
小
路
実
篤
、
三
宅
周
太
郎
な
ど
、
甲
鳥
書
林
人
脈
、

京
大
関
係
者
の
名
前
が
多
く
を
占
め
る
が
、
よ
り
京
大
関
係
者
が
多
く

な
っ
た
印
象
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
京
大
関
係
者
は
甲
鳥
書
林
や
甲
文
社
を
通
し
て
だ
け
で

な
く
、
自
前
の
学
術
交
流
の
媒
体
を
持
っ
て
い
た
。
本
論
で
言
及
し
て

お
き
た
い
の
が
大
東
亜
学
術
協
会
と
そ
の
機
関
誌
（『
ひ
の
も
と
』
『
学

芸
』
を
経
て
『
学
海
』
と
改
題
）
で
あ
る
。（
※
註
61
）

　

大
東
亜
学
術
協
会
と
は
、
１
９
４
２
年
６
月
に
設
立
さ
れ
た
学
術
団

体
で
、
会
長
新
村
出
、
顧
問
松
本
文
三
郎
、
狩
野
直
喜
、
羽
田
亨
、
西
田

直
二
郎
、
理
事
に
は
田
辺
隆
二
、
田
中
二
郎
、
新
城
英
太
郎
、
村
田
治
郎

（
発
起
人
で
も
あ
る
）、
岩
井
武
俊
で
、
会
員
に
は
宮
崎
市
定
、
田
村
実
造
、

塚
本
善
隆
、
今
西
錦
司
、
森
鹿
三
、
小
川
（
貝
塚
）
茂
樹
、
水
野
清
一
、

藪
内
清
、
藤
枝
晃
、
柴
田
実
ら
京
大
帝
大
文
学
部
、
東
方
文
化
研
究

所
員
が
多
い
。

　

そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、「「
学
芸
」
の
編
輯
方
針
は
、
大
東
亜
の
民
族
、

風
土
、
文
化
に
関
す
る
記
事
を
蒐
め
る
に
あ
る
。
そ
の
記
事
を
蒐
め
る

た
め
に
は
学
界
が
大
同
団
結
し
て
、
そ
れ
〴
〵
の
方
面
の
権
威
者
に
執

筆
を
依
頼
で
き
る
や
う
な
体
制
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
大
東
亜
学
術

協
会
は
そ
の
た
め
に
出
来
た
の
で
あ
る
」（
※
註
62
）と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

他
の
執
筆
家
と
し
て
は
、
２
巻
２
号
（
１
９
４
４
年
２
月
）
の
座
談
会

「
過
去
の
支
那
と
現
在
の
支
那
」
に
は
桑
原
武
夫
も
参
加
し
、
翌
号
に
寄

稿
。『
学
芸
』
は
１
９
４
４
年
６
月
か
ら
『
学
海
』
と
改
題
し
た
こ
と
を

受
け
て
内
容
に
変
化
が
見
ら
れ
、
吉
井
勇
に
よ
る
歌
や
、（
※
註
63
）
吉
川

幸
次
郎
と
大
山
定
一
に
よ
る
「
洛
中
書
問
」
が
は
じ
ま
る
。
ま
た
、
新

村
出
、
須
田
國
太
郎
、
西
谷
啓
治
、
湯
川
秀
樹
、
高
坂
正
顕
、
中
村
幸

彦
（
天
理
図
書
館
司
書
）
の
投
稿
も
見
ら
れ
、
甲
鳥
書
林
、
養
徳
社
、

甲
文
社
と
執
筆
者
が
一
部
重
な
っ
て
い
る
。

　

甲
文
社
の
話
し
に
戻
れ
ば
、
敗
戦
間
際
に
創
刊
さ
れ
た
『
乗
合
船
』

の
第
２
号
が
、
甲
文
社
を
発
行
先
と
し
て
１
９
４
６
年
５
月
に
刊
行
さ

れ
た
。
構
成
は
創
刊
号
と
ほ
ぼ
同
じ
「
同
人
詠
草
」
「
寄
稿
雑
載
」
「
風

塵
詠
草
」
か
ら
な
る
。
同
人
の
新
村
出
、
小
杉
放
庵
、
川
田
順
、
高
田

保
馬
、
吉
井
勇
、
湯
川
秀
樹
の
歌
が
掲
載
さ
れ
た
。（
※
註
64
）
寄
稿
雑
載

に
は
、
佐
々
木
笹
舟
（
惣
一
）、
野
村
あ
ら
え
び
す
（
胡
堂
）、
佐
佐
木
信

綱
、
寿じ

ゅ

岳が
く

文ぶ
ん

章し
ょ
うが

そ
れ
ぞ
れ
小
文
を
投
じ
た
。
こ
こ
で
も
甲
鳥
書
林
の

人
脈
を
中
心
に
、
野
村
や
寿
岳
な
ど
新
た
な
執
筆
者
が
登
場
し
て
い
る
。
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『
乗
合
船
』
は
２
号
で
途
絶
え
、
今
度
は
雑
誌
『
手
帖
』
が
甲
文
社
か

ら
１
９
４
７
年
８
月
に
創
刊
さ
れ
た
。
創
刊
号
の
編
集
者
は
中
本
敏
春
、

発
行
者
は
中
市
弘
で
あ
る
。「
あ
と
が
き
」
に
は
「「
手
帖
」
は
、
以
前

の
「
乗
合
船
」
を
改
題
し
て
新
出
発
し
た
も
の
で
あ
る
」（
※
註
65
）
と
あ

る
が
、
そ
の
内
容
は
『
乗
合
船
』
と
は
だ
い
ぶ
異
な
る
。

　

こ
こ
に
は
そ
れ
な
り
の
意
図
が
あ
っ
た
よ
う
で
、「
わ
れ
わ
れ
が
こ
の

「
手
帖
」
に
対
す
る
抱
負
は
、
一
般
通
用
の
雑
誌
か
ら
、
解
き
放
た
れ
た

感
覚
を
、
そ
の
内
容
に
も
、
そ
の
製
本
技
術
に
も
示
す
こ
と
に
あ
る
。

あ
く
ま
で
嶄
新
に
、
そ
し
て
ま
た
大
胆
率
直
な
編
輯
を
し
た
い
」（
※
註

66
）
と
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
、
製
本
か
ら
し
て
、
小
Ｂ
６
判
横
本
で
斬

新
な
印
象
で
あ
る
。
執
筆
陣
も
同
様
で
、
創
刊
号
に
は
桑
原
武
夫
、
湯

川
秀
樹
、
釈
迢
空
（
折
口
信
夫
）、
柳
田
國
男
、
梅
原
末
治
、
大
山
定
一
、

草
野
心
平
、
吉
川
幸
次
郎
、
三
宅
周
太
郎
の
面
々
が
並
ぶ
。

　

『
乗
合
船
』
と
重
な
る
の
は
湯
川
の
み
で
、
２
冊
に
は
吉
井
勇
や
小
杉

放
庵
、
３
冊
に
は
佐
々
木
惣
一
の
文
も
見
ら
れ
る
が
、『
乗
合
船
』
の
執

筆
者
と
は
異
な
る
甲
鳥
書
林
の
人
脈
に
書
い
て
も
ら
っ
て
い
る
印
象

で
あ
る
。
と
く
に
２
、
３
冊
に
中
谷
宇
吉
郎
、
２
、
３
、
４
冊
に
鈴
木

成
高
、
５
冊
に
西
谷
啓
治
が
書
い
て
い
る
の
が
目
を
引
く
。
伊
東
静
雄

も
３
冊
に
一
度
の
み
だ
が
寄
稿
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、「
あ
と
が
き
」
で
も
書
い
て
い
る
よ
う
に
、『
手
帖
』
が
「
第

一
流
の
随
筆
を
あ
つ
め
る
考
へ
」
に
基
づ
い
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
た

だ
し
そ
こ
に
安
住
す
る
の
で
は
な
く
、「
従
来
の
随
筆
の
型
を
大
胆
に

打
ち
や
ぶ
つ
て
ゆ
く
」
も
の
が
目
指
さ
れ
る
。
こ
れ
が
意
味
す
る
の
は
、

「
た
だ
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
書
き
さ
へ
す
れ
ば
、
何
を
書
い
て
も
随
筆
に

な
る
と
い
ふ
風
な
自
堕
落
さ
が
見
え
る
」
日
本
の
随
筆
で
は
な
く
、「
近

代
散
文
精
神
の
自
覚
と
形
式
的
完
成
が
あ
る
」
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
随
筆
に

範
を
と
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。（
※
註
67
）
こ
の
日
本
の
随
筆
と
は
誰

を
想
定
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
敗
戦
後
の
日
本
社
会
を
領
導

す
る
精
神
の
か
た
ち
を
、
随
筆
を
通
し
て
模
索
し
て
い
た
。

　

た
だ
し
、
こ
の
試
み
が
成
功
し
た
か
は
別
の
話
で
あ
る
。
雑
誌
は
１

９
４
９
年
６
月
に
５
冊
で
途
絶
え
た
ほ
か
、
甲
文
社
の
経
営
も
順
調
と

は
い
か
な
か
っ
た
ら
し
い
。（
※
註
68
）『
伊
賀
の
郷
土
史
あ
れ
こ
れ
』
に

再
録
さ
れ
た
、
奥
瀬
平
七
郎
が
サ
ン
ケ
イ
新
聞
伊
賀
版
に
書
い
た
回
想

に
は
、「
翌
〔
昭
和
〕
二
十
四
年
早
々
、
中
市
氏
経
営
の
甲
文
社
が
、
営

業
不
振
で
閉
店
し
た
」（
※
註
69
）
と
あ
る
。

　

甲
文
社
は
１
９
５
０
年
以
降
も
図
書
を
刊
行
し
て
い
る
の
で
記
憶

違
い
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
経
営
が
苦
し
か
っ
た
こ
と
は
事
実
か
も
し

れ
な
い
。
１
９
５
０
年
に
は
矢
倉
年
が
同
じ
下
鴨
泉
川
町
で
書
林
新
甲

鳥
と
い
う
新
た
な
出
版
社
を
起
こ
し
て
出
版
を
続
け
て
い
る
が
、（
※
註

70
）
か
つ
て
の
勢
い
を
取
り
戻
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

敗
戦
後
の
養
徳
社
は
中
市
と
矢
倉
に
続
い
て
、
木
村
徳
三
も
失
っ
た
。

彼
の
回
想
『
文
芸
編
集
者
の
戦
中
戦
後
』
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、

鎌
倉
文
庫
で
雑
誌
創
刊
を
考
え
て
い
た
川
端
康
成
か
ら
誘
い
の
電
報

を
も
ら
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
養
徳
社
を
退
社
し
て
、
鎌
倉
文
庫
に
入

社
し
、
編
集
長
と
し
て
雑
誌
『
人
間
』
を
送
り
だ
し
て
い
く
。

　

『
人
間
』
は
１
９
４
５
年
12
月
に
創
刊
さ
れ
た
。（
※
註
71
）
戦
後
の

出
発
に
あ
た
っ
て
、「
文
化
国
家
」
の
建
設
を
使
命
と
す
る
こ
と
が
謳
わ
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れ
て
い
る
。
創
刊
号
に
は
永
井
荷
風
、
正
宗
白
鳥
、
川
端
康
成
、
島
木

健
作
（
遺
作
）、
林
芙
美
子
ら
の
作
家
が
名
を
連
ね
、「「
人
間
」
創
刊
が

発
表
さ
れ
る
や
、
打
て
ば
響
く
や
う
に
、
驚
く
べ
き
多
数
の
購
買
予
約

申
込
が
殺
到
し
、
以
後
連
日
、
そ
の
整
理
に
鎌
倉
文
庫
社
員
一
同
大
童

の
形
」（
※
註
72
）
な
ど
と
反
響
の
大
き
さ
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

　

『
人
間
』
は
戦
後
の
日
本
文
学
史
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
論

で
は
養
徳
社
や
甲
文
社
と
の
関
わ
り
に
絞
っ
て
見
て
い
き
た
い
。
２
号

以
降
、
養
徳
社
の
広
告
が
雑
誌
に
頻
出
す
る
。
最
初
の
広
告
に
は
、
亀
井

勝
一
郎
『
大
和
古
寺
風
物
誌
』
を
筆
頭
に
、
新
刊
価
格
未
定
の
会
津
八
一

『
山
光
集
』、
柳
田
國
男
『
笑
の
本
願
』、
松
岡
静
雄
『
南
溟
の
秘
密
』
が

列
記
さ
れ
て
い
る
。
甲
文
社
の
広
告
も
わ
ず
か
だ
が
あ
る
。
京
都
時
代

の
木
村
の
人
脈
が
こ
こ
に
生
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
１
９

４
９
年
に
鎌
倉
文
庫
が
倒
産
し
、『
人
間
』
が
目
黒
書
房
か
ら
刊
行
に
な

る
と
、
養
徳
社
、
甲
文
社
の
広
告
は
姿
を
消
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
、『
人
間
』
の
執
筆
者
に
も
、
養
徳
社
や
甲
文
社
と
の

関
わ
り
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
鎌
倉
文
庫
関
係
者
以
外
の
京
都

人
脈
で
あ
る
。

　

創
刊
号
を
見
れ
ば
、
表
紙
・
扉
・
デ
ッ
サ
ン
を
担
当
し
た
須
田
國
太

郎
（
京
都
帝
大
卒
）、
巻
頭
論
文
の
西
谷
啓
治
（
京
大
文
学
部
教
授
）、

ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
の
翻
訳
を
担
当
し
た
大
山
定
一
（
京
大
文
学
部
講
師
、

46
年
２
月
助
教
授
）（
※
註
73
）
、
吉
川
幸
次
郎
（
京
大
文
学
部
講
師
、

東
方
文
化
研
究
所
研
究
員
、
47
年
文
学
部
教
授
）、
創
作
の
詩
を
寄
稿

し
た
吉
井
勇
の
名
前
が
あ
る
。
す
で
に
何
度
も
名
前
が
出
て
き
た
が
、

吉
川
、
大
山
、
吉
井
は
養
徳
社
や
甲
文
社
と
近
い
人
び
と
で
あ
る
。

こ
の
京
都
人
脈
は
創
刊
号
が
も
っ
と
も
濃
い
が
、
号
を
重
ね
て
も
、
鈴

木
成
高
、
務
台
理
作
、
下
村
寅
太
郎
ら
京
都
学
派
の
人
脈
が
散
見
さ
れ

る
ほ
か
、
大
山
、
西
谷
、
吉
井
も
寄
稿
を
続
け
て
『
人
間
』
を
支
え
た
。

 

（
以
下
、
次
回
へ
続
く
）

ふけ ・ たかひろ　

1977年、徳島県生まれ。京都大学

人文科学研究所准教授。専門は

近現代日本の社会運動史、社会思

想史。著書に 『戦間期日本の社会

思想 「超国家」 へのフロンティ

ア』 （人文書院）、 『日本ファシズ

ム論争　大戦前夜の思想家たち』

（河出書房新社）、 『満川亀太郎　

慷慨の志猶存す』 （ミネルヴァ書

房）がある。
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〈
註
記
〉

１　

以
下
の
文
献
を
参
照
。
小
田
光
雄
『
古
本
探
究
Ⅱ
』
論
創
社
、
２
０
０
９
年
。
林
哲
夫
『
古
本
デ
ッ
サ
ン
帳
』

青
弓
社
、
２
０
０
１
年
。『SU

M
U
S

』
４
号
（
２
０
０
０
年
９
月
）
特
集
「
甲
鳥
書
林
周
辺
」。

２　

以
下
の
ア
ド
レ
ス
を
参
照 

 

https://yotokusha.co.jp/w
pcontent/uploads/2015/10/sousetunokoro.pdf

（
最
終
閲
覧 

２
０
１
９
年
12
月
24
日
）

３　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
思
想
史
研
究
を
行
う
近
年
の
研
究
と
し
て
水
谷
悟
『
雑
誌
『
第
三
帝
国
』
の
思
想

運
動 

茅
原
華
山
と
大
正
地
方
青
年
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
２
０
１
５
年
）
が
あ
る
。

４　

も
う
ひ
と
つ
の
理
由
は
、
１
９
５
０
年
頃
か
ら
、
養
徳
社
の
刊
行
物
が
天
理
教
関
係
の
書
籍
が
中
心
と
な

る
た
め
で
あ
る
。
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
昭
和
27
年
４
月
、
事
業
を
縮
小
、
以
来
教
外
向
き
出
版
と
し

て
は
、
過
去
か
ら
の
継
続
事
業
で
あ
る
一
部
の
特
別
な
学
術
書
、
専
門
書
の
出
版
を
行
う
」
と
あ
る
。『
養
徳

社
だ
よ
り
』
５
号
（
１
９
５
６
年
２
月
）
を
見
る
と
、
既
刊
書
籍
に
続
い
て
「
養
徳
社
版
天
理
教
書
籍
」「
本
部

員
叢
書
」
が
始
ま
っ
て
い
る
。

５　

１
９
４
２
年
度
に
な
る
が
、
天
理
時
報
社
の
幹
部
は
取
締
役
社
長
岡
島
善
次
、
専
務
取
締
役
松
井
忠
義
、

取
締
役
中
山
慶
太
郎
・
堀
越
儀
郎
・
紺
谷
金
彦
・
関
久
米
治
、
監
査
役
上
原
義
彦
・
後
藤
総
一
郎
で
あ
る
（
天

理
時
報
社
『
昭
和
十
七
年
度
（
自
昭
和
十
六
年
七
月
一
日　

至
昭
和
十
七
年
六
月
卅
日　

第
参
回
営
業
報
告

書
』）。
こ
の
う
ち
岡
島
、
松
井
、
後
藤
が
養
徳
社
幹
部
と
な
る
。

６　

保
田
に
つ
い
て
は
谷
崎
昭
男
『
保
田
與
重
郎
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
２
０
１
７
年
）、『
保
田
與
重
郎
全
集
』

別
巻
５
（
講
談
社
、
１
９
８
９
年
）
参
照
。

７　

日
本
浪
曼
派
同
人
の
一
覧
は
中
谷
孝
雄
他
編
『
日
本
浪
曼
派
と
は
な
に
か 

復
刻
版
「
日
本
浪
曼
派
」
別
冊
』

（
雄
松
堂
書
店
、
１
９
７
１
年
）
参
照
。

８　

神
保
光
太
郎
、
亀
井
勝
一
郎
、
中
島
栄
次
郎
、
中
谷
孝
雄
、
緒
方
隆
士
、
保
田
與
重
郎
「「
日
本
浪
曼
派
」
広
告
」

『
コ
ギ
ト
』
30
号
、
１
９
３
４
年
11
月
。

９　

『
コ
ギ
ト
』
刊
行
経
緯
に
つ
い
て
は
田
中
克
己
「
解
説
」『
復
刻
版
『
コ
ギ
ト
』
別
冊　

解
説
並
び
に
著
者
別

書
目
索
引
』（
臨
川
書
店
、
１
９
８
４
年
）
参
照
。

10　

同
誌
に
つ
い
て
は
笹
淵
友
一
編
『
中
河
与
一
研
究
』
（
右
文
書
院
、
１
９
７
０
年
）
参
照
。

11　

前
川
に
つ
い
て
は
楠
見
朋
彦
『
前
川
佐
美
雄  

二
十
世
紀
を
力
強
く
生
き
抜
い
た
昭
和
の
大
歌
人
』（
笠
間

書
院
、
２
０
１
８
年
）
参
照
。

12　

亀
井
勝
一
郎
『
大
和
古
寺
風
物
誌
』
天
理
時
報
社
、
１
９
４
３
年
260
頁
。

13　

奈
良
県
教
育
会
『
改
訂 

大
和
志
料
』
上
巻
（
天
理
時
報
社
、
１
９
４
４
年
）
に
「
本
書
の
斡
旋
に
関
し
て

は
、
天
理
時
報
社
出
版
部
長
上
田
理
太
郎
氏
」
（
２
頁
）
と
あ
る
。

14　

日
本
古
書
通
信
社
は
一
誠
堂
書
店
に
勤
務
し
て
い
た
八
木
敏
夫
が
１
９
３
４
年
１
月
に
独
立
し
て
開
業
し

た
出
版
社
。
さ
ら
に
、
そ
の
５
ヶ
月
後
の
６
月
に
八
木
が
開
業
し
た
の
が
六
甲
書
房
で
あ
る
。
１
９
４
４
年

３
月
に
八
木
が
応
召
さ
れ
た
こ
と
が
合
併
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
だ
。
詳
し
く
は
八
木
書
店
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

参
照
。https://com

pany.books-yagi.co.jp/history

（
最
終
閲
覧
２
０
１
９
年
12
月
24
日
）

15　

朱
雀
書
林
は
三
宅
賢
を
社
長
と
し
て
１
９
４
０
年
頃
に
開
業
し
た
よ
う
で
あ
る
。
三
宅
は
早
稲
田
大
の
露

文
出
身
で
、
開
業
前
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
や
ト
ル
ス
ト
イ
の
全
集
翻
訳
に
関
わ
り
、
開
業
後
は
Ｎ
・
ベ
ル

ジ
ャ
ー
エ
フ
著
、
香
島
次
郎
訳
『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
の
世
界
観
』、
高
橋
亀
吉
『
統
制
経
済
の
現
状
と
将
来
』

な
ど
刊
行
。

16　

北
出
楯
夫
『
伊
賀
の
郷
土
史
あ
れ
こ
れ
』
岡
森
書
店
、
２
０
１
７
年
。

17　

上
司
海
雲
「
吉
井
先
生
の
想
い
出
」『
吉
井
勇
全
集
月
報
』
６
、
１
９
７
８
年
４
月
。
戦
後
の
１
９
５
６
年

に
な
る
が
、
前
川
は
『
現
代
日
本
文
学
全
集　

小
山
内
薫　

木
下
杢
太
郎　

吉
井
勇
』
17
（
筑
摩
書
房
、

１
９
５
６
年
）
に
「
歌
人
吉
井
勇
」
を
書
き
、「
白
秋
な
く
茂
吉
な
き
今
日
の
歌
壇
で
は
吉
井
さ
ん
こ
そ
た
だ

一
人
の
歌
人
」
と
評
価
す
る
。

18　

吉
井
勇
の
軌
跡
は
「
吉
井
勇
年
譜
」（『
定
本
吉
井
勇
全
集
』
９
巻
、
番
町
書
房
、
１
９
７
９
年
）、
細
川
光
洋

「
吉
井
勇
略
年
譜
」
（『
短
歌
研
究
』
85
巻
11
号
、
２
０
１
６
年
11
月
）
を
参
照
。

19　

武
者
小
路
と
甲
鳥
書
林
の
縁
が
ど
の
よ
う
に
で
き
た
の
か
は
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
吉
井
勇
は
『
白
樺
』

に
３
度
ほ
ど
短
歌
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
、
彼
を
仲
介
し
て
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
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特集 奈良に蒔かれた言葉と思想

20　

柳
田
と
新
村
出
と
の
交
流
は
菊
地
暁「
拝
啓 

新
村
出
様 : 

柳
田
国
男
書
簡
か
ら
み
る
民
俗
学
史
断
章
」『
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
165
集
、
２
０
１
１
年
３
月
、
参
照
。

21　

中
谷
宇
吉
郎
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
。
杉
山
滋
郎
『
中
谷
宇
吉
郎
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
２
０
１
５

年
。
神
田
健
三
編
「
中
谷
宇
吉
郎
年
譜
」・
大
森
一
彦
編
「
中
谷
宇
吉
郎
著
書
目
録
」
中
谷
宇
吉
郎
『
中
谷

宇
吉
郎
集
』
８
巻
、
岩
波
書
店
、
２
０
０
１
年
。
上
記
の
文
献
で
甲
鳥
書
林
と
の
具
体
的
な
や
り
と
り
を
し

め
す
記
述
は
な
い
が
、
甲
鳥
書
林
か
ら
『
続
冬
の
華
』（
１
９
４
０
年
）、『
第
三
冬
の
華
』（
１
９
４
１
年
）、

『
樹
氷
の
世
界
』（
１
９
４
３
年
、
２
刷
は
養
徳
社
か
ら
刊
行
）、
養
徳
社
か
ら
共
著
で
『
科
学
随
筆
選
』（
１

９
４
５
年
）、
甲
文
社
か
ら
『
寺
田
寅
彦
の
追
想
』
（
１
９
４
７
年
）、『
楡
の
花
』
（
１
９
４
８
年
）、
書
林

新
甲
鳥
か
ら
『
立
春
の
卵
』（
１
９
５
０
年
）
を
刊
行
し
て
い
る
。

22　

「
四
季
消
息
」『
四
季
』
15
号
、
１
９
３
６
年
２
月
10
日
。

23　

伊
東
は
６
号
（
１
９
３
５
年
３
月
）
か
ら
、
保
田
は
７
号
（
１
９
３
５
年
４
月
）
か
ら
、
大
山
は
18
号
（
１
９

３
６
年
５
月
）
か
ら
寄
稿
。
３
人
が
同
人
と
な
っ
た
の
は
53
号
（
１
９
４
０
年
12
月
）
よ
り
。
な
お
、

55
号
（
１
９
４
１
年
２
月
）
に
は
釈
迢
空
と
前
川
佐
美
雄
が
一
度
の
み
寄
稿
。

24　

堀
辰
雄
『
堀
辰
雄
全
集
』
８
巻
、
筑
摩
書
房
、
１
９
７
８
年
、
228
、
９
頁
。

25　

小
田
富
英
編
『
柳
田
國
男
全
集
』
別
巻
１
、
筑
摩
書
房
、
２
０
１
９
年
、
272
頁
。

26　

新
村
に
つ
い
て
は
新
村
恭
『
広
辞
苑
は
な
ぜ
生
ま
れ
た
か　

新
村
出
の
生
き
た
軌
跡
』
（
世
界
思
想
社
、

２
０
１
７
年
）
参
照
。

27　

「
吉
井
勇
氏
を
悼
む
」
新
村
出
著
、
新
村
猛
・
新
村
徹
編
『
新
村
出
全
集
』
14
巻
、
筑
摩
書
房
、
１
９
７
２
年
。

28　

新
村
出
著
、
土
岐
善
麿
・
新
村
猛
編
『
新
村
出
全
集
』
15
巻
、
筑
摩
書
房
、
１
９
７
３
年
、
486
頁
。

29　

林
哲
夫
「
甲
鳥
書
林
周
辺
」『SU

M
U
S

』
４
号
、
２
０
０
０
年
９
月
。
ま
た
、
前
掲
『
伊
賀
の
郷
土
史
あ
れ
こ

れ
』
は
１
９
４
２
年
４
月
に
「
東
京
に
営
業
所
を
設
け
」（
373
頁
）
と
記
す
。
中
谷
宇
吉
郎
『
続 

冬
の
華
』（
甲

鳥
書
林
、
１
９
４
２
年
３
月
、
７
版
）
に
あ
る
甲
鳥
書
林
の
住
所
に
は
「
東
京
市
神
田
区
鎌
倉
町
七
」
と
あ
る
。

30　

増
田
周
子
「
宇
野
浩
二
未
発
表
書
簡
二
十
八
通　
　

竹
村
坦
・
加
藤
朝
鳥
・
加
藤
寿
々
子
・
福
永
渙
・
石

村
一
郎
・
大
江
勤
・
小
川
正
夫
・
宮
西
豊
逸
・
矢
倉
年
宛
」
『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
56
巻
２
号
（
２
０

０
６
年
10
月
）
に
は
矢
倉
宛
宇
野
浩
二
書
簡
（
１
９
４
０
年
２
月
８
日
）
が
翻
刻
・
収
録
さ
れ
て
お
り
、

矢
倉
の
住
所
は
「
世
田
ケ
谷
区
森
町
一
ノ
八
三
」
と
な
っ
て
い
る
。
い
つ
ま
で
東
京
に
い
た
か
だ
が
、
柳
田

國
男
『
炭
焼
日
記
』
（
同
『
柳
田
國
男
全
集
』
20
巻
、
筑
摩
書
房
、
１
９
９
９
年
）
に
は
訪
ね
て
き
た
矢
倉

か
ら
「
京
都
の
話
を
き
く
」
と
あ
る
う
え
、
前
掲
『
柳
田
國
男
全
集
』
別
巻
１
に
は
１
９
４
５
年
２
月
５
日
に

「
京
都
の
養
徳
社
に
移
っ
た
矢
倉
年
宛
て
に
」
と
あ
る
の
で
、
１
９
４
５
年
１
、
２
月
頃
に
は
空
襲
の
影
響

も
あ
っ
て
支
社
を
引
き
あ
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

31　

「
書
林
放
話
」
『
甲
鳥
』
15
号
、
１
９
４
３
年
７
月
。

32　

同
右
。

33　

「
創
刊
早
々
に
続
々
廃
刊　

１
年
間
で
既
に
４
０
０
０
種
を
淘
汰　

愈
々
厳
重
な
出
版
統
制
」『
朝
日
新
聞
』

１
９
４
０
年
６
月
30
日
付
。

34　

新
村
と
天
理
教
と
の
関
わ
り
は
図
書
館
を
介
し
た
も
の
で
、
新
村
出
「
天
理
図
書
館
の
思
出
」
天
理
図
書

館
『
天
理
図
書
館
三
十
周
年 

寄
稿
文
集
』
天
理
大
学
出
版
部
、
１
９
７
５
年
、
参
照
。
１
９
３
０
年
の
本
館

落
成
式
の
記
念
講
演
会
、
１
９
３
７
年
の
開
館
７
周
年
記
念
式
、
１
９
４
２
年
の
開
館
12
周
年
記
念
式
で

講
演
を
し
、
開
館
10
周
年
記
念
式
に
は
姉
崎
正
治
と
と
も
に
来
賓
と
し
て
招
か
れ
た
（「
年
表
」
天
理
図
書

館
『
天
理
図
書
館
四
十
年
史
』
天
理
大
学
出
版
部
、
１
９
７
５
年
、「
図
書
館
記
念
講
演
会
」
『
天
理
時
報
』

638
号
、
１
９
４
２
年
10
月
25
日
）。
ま
た
１
９
４
２
年
設
置
の
天
理
教
亜
細
亜
文
化
研
究
所
の
顧
問
に

も
就
任
し
て
い
た
（「
開
所
披
露
に
研
究
発
表
会　

期
待
を
あ
つ
む
亜
細
亜
文
化
研
究
所
」
『
天
理
時
報
』

689
号
、
１
９
４
３
年
10
月
24
日
）。

35　

養
徳
社
『
昭
和
十
九
年
度
（
自
昭
和
十
九
年
十
月
十
四
日　

至
昭
和
二
十
年
三
月
卅
一
日
）
　

第
壹
回
営
業

報
告
書
』。

36　

柳
田
國
男
の
前
掲
『
炭
焼
日
記
』
に
は
、
１
９
４
４
年
５
月
31
日
に
『
雪
国
の
民
俗
』
の
出
版
で
訪
ね
て
き

た
村
治
夫
と
矢
倉
年
か
ら
「
養
徳
社
新
計
画
の
こ
と
な
ど
」
を
耳
に
し
て
い
る
。
ま
た
社
設
立
の
翌
月
15
日

に
は
土
橋
利
彦
か
ら
「
創
立
祝
の
会
の
記
念
品
」
を
も
ら
い
、
出
版
届
２
通
に
調
印
し
て
い
る
。

37　

新
村
出
の
「
天
理
の
出
典
」（
新
村
出
著
、
泉
井
久
之
助
編
『
新
村
出
全
集
』
４
巻
、
筑
摩
書
房
、
１
９
７
１

年
）
の
冒
頭
に
は
「
こ
の
た
び
甲
鳥
書
林
が
天
理
時
報
社
と
統
合
、
新
組
織
の
下
に
協
力
す
る
こ
と
と
な
つ

た
の
で
、
天
理
と
い
ふ
名
に
つ
い
て
新
村
先
生
に
伺
ひ
に
参
つ
た
と
こ
ろ
、
一
応
そ
の
席
で
出
典
を
挙
示
く

だ
さ
れ
た
上
、
翌
日
さ
ら
に
半
紙
に
し
る
し
て
与
へ
ら
れ
た
。」
と
い
う
甲
鳥
書
林
の
解
説
と
「
甲
鳥
書
林

土
橋
利
彦
君
の
需
に
よ
り
て
筆
を
走
ら
す
者
也
」
と
い
う
新
村
の
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
村
は

『
童
心
録
』
（
１
９
４
６
年
刊
、
新
村
出
著
、
松
村
博
司
編
『
新
村
出
全
集
』
12
巻
、
筑
摩
書
房
、
１
９
７

３
年
）
で
、「
新
興
の
出
版
業
者
の
養
徳
社
の
方
の
社
名
は
天
理
の
名
と
共
に
古
き
由
緒
が
あ
つ
た
が
、「
養

徳
」
と
は
諸
葛
孔
明
が
其
子
を
戒
め
た
言
葉
の
中
に
あ
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
古
き
由
緒
だ
が
、
奈
良

県
立
大
学
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
「
近
世
・
近
代
の
思
想
研
究
会
」
で
、
中
島
敬
介
氏
よ
り
、『
続
日
本

紀
』
の
天
平
９
年
12
月
27
日
に
も
「
大
倭
国
を
改
め
て
大
養
徳
国
と
書
く
こ
と
に
し
た
。」
と
い
う
記
述
が

あ
る
こ
と
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
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38　

『
株
式
会
社　

養
徳
社
定
款
』
。

39　

前
掲
『
天
理
図
書
館
四
十
年
史
』
38
頁
。
富
永
は
１
９
４
０
年
10
月
時
点
で
館
長
就
任
（
83
頁
）。
高
橋

も
図
書
館
主
任
を
務
め
た
が
、
１
９
３
７
年
に
天
理
教
教
庁
東
京
出
張
所
詰
に
転
任
し
た
と
あ
る
（
81
頁
）。

40　

養
徳
社
『
昭
和
十
九
年
度
（
自
昭
和
十
九
年
十
月
十
四
日　

至
昭
和
二
十
年
三
月
卅
一
日
）
第
壹
回
営
業

報
告
書
』
に
は
「
資
産
上
の
重
要
な
る
変
動
は
、
予
て
の
計
画
に
依
り
、
昭
和
十
九
年
五
月
三
十
日
京
都
市

中
京
区
蛸
薬
師
通
室
町
西
入
姥
柳
町
二
〇
番
地
株
式
会
社
成
宮
商
店
（
宅
地
百
四
十
七
坪
二
合
八
勺
建
坪
百

四
十
八
坪
）
の
土
地
家
屋
買
収
契
約
成
立
し
、
手
付
金
を
交
付
、
近
く
移
転
登
記
を
完
了
の
予
定
な
り
、
右

は
南
蛮
寺
跡
に
し
て
歴
史
的
に
由
緒
深
き
所
な
り
。」と
あ
り
、こ
こ
が
京
都
支
店
と
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
戦
後
は
こ
こ
に
京
都
支
店
が
置
か
れ
た
。

41　

「
養
徳
社
の
誕
生
」『
天
理
時
報
』
717
号
、
１
９
４
４
年
５
月
14
日
付
。

42　

そ
れ
以
外
に
は
中
河
与
一
の
『
新
科
学
的
』
同
人
で
、
幾
度
か
の
寄
稿
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
新
村
出
記

念
財
団
に
は
庄
野
誠
一
か
ら
新
村
出
に
宛
て
た
書
簡
が
２
通
残
さ
れ
て
い
る
。
１
９
３
９
年
８
月
18
日
付

と
同
年
11
月
18
日
付
。
前
者
は
未
開
封
。
後
者
は
寄
稿
願
い
で
あ
る
。
１
９
３
９
年
時
点
で
新
村
と
庄
野

の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

43　

前
掲
『
堀
辰
雄
全
集
』
８
巻
、
244
、
５
頁
。
な
お
、
後
年
矢
倉
は
『
晩
夏
』
な
ど
堀
の
本
作
り
の
こ
だ
わ
り

に
つ
い
て
「
堀
さ
ん
の
本
づ
く
り
」（
堀
辰
雄
『
堀
辰
雄
全
集
』
別
巻
２
、
筑
摩
書
房
、
１
９
８
０
年
）
に
書
い

て
い
る
。

44　

木
村
徳
三
『
文
芸
編
集
者
の
戦
中
戦
後
』
大
空
社
、
１
９
９
５
年
、
223
頁
。

45　

同
右
、
224
頁
。

46　

前
掲
『
堀
辰
雄
全
集
』
８
巻
、
322
、
３
頁
。

47　

前
掲
『
炭
焼
日
記
』
１
９
４
４
年
９
月
25
日
。
矢
倉
と
「
養
徳
文
庫
に
何
か
出
す
約
束
」
を
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
実
現
し
て
い
な
い
。

48　

た
だ
し
、
雁
魚
來
往
研
究
会
、
會
津
八
一
記
念
館
編
『
養
徳
社
・
四
季
書
房
・
中
央
公
論
社
と
會
津
八
一

の
往
来
書
簡
』
（
新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館
、
２
０
１
７
年
）
に
収
録
さ
れ
た
会
津
八
一
と
養
徳
社
の
や
り

と
り
を
見
る
と
、
生
駒
が
窓
口
に
な
っ
て
い
て
中
市
や
矢
倉
だ
け
が
担
当
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

49　

「
養
徳
叢
書
」
小
堀
杏
奴
『
母
へ
の
手
紙
』
養
徳
社
、
１
９
４
７
年
。

50　

田
坂
憲
二
「『
乗
合
船
』
に
つ
い
て
」
『
藝
文
研
究
』
102
号
、
２
０
１
７
年
６
月
。

51　

「
編
集
後
記
」
『
乗
合
船
』
１
号
、
１
９
４
５
年
５
月
。
湯
川
秀
樹
と
『
乗
合
船
』
同
人
と
の
交
流
は
湯
川

秀
樹
「
乗
合
船
」
『
自
己
発
見
』
（
毎
日
新
聞
社
、
１
９
７
２
年
）
参
照
。
こ
の
時
期
の
湯
川
と
吉
井
勇
の

交
流
は
細
川
光
洋「
湯
川
秀
樹
未
発
表
書
簡
吉
井
勇
宛
六
通（
翻
刻
）附
古
井
勇
宛
未
発
表
短
歌
を
含
む
九
首
」

（『
国
際
関
係
・
比
較
文
化
研
究
』
14
巻
１
号
、
２
０
１
５
年
９
月
）
の
書
簡
や
吉
井
勇
「
湯
川
さ
ん
の
歌
」

桑
原
武
夫
・
井
上
健
・
小
沼
通
二
編
『
湯
川
秀
樹
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
１
９
８
４
年
）
に
も
記
載
。

52　

伊
豆
流
翁
「
小
引
」
『
乗
合
船
』
１
号
、
１
９
４
５
年
５
月
。

53　

前
掲
「
編
集
清
記
」。

54　

前
掲
『
文
芸
編
集
者
の
戦
中
戦
後
』
224
頁
。

55　

前
掲
『
伊
賀
の
郷
土
史
あ
れ
こ
れ
』
373
頁
。

56　

前
掲
『
堀
辰
雄
全
集
』
８
巻
、
343
頁
。

57　

同
右
、
345
頁
。

58　

同
右
、
350
頁
。

59　

田
坂
憲
二
「『
乗
合
船
』
に
つ
い
て
」『
藝
文
研
究
』
112
号
、
２
０
１
７
年
６
月
。
た
だ
し
、
近
藤
健
史
「
野

村
胡
堂
と
矢
倉
年　

胡
堂
の
書
簡
が
語
る
も
の
」（『
研
究
紀
要
』
22
号
、
２
０
０
９
年
３
月
）
収
録
の
１
９

４
７
年
９
月
８
日
付
の
矢
倉
宛
野
村
の
住
所
も
同
じ
で
あ
る
。
野
村
と
矢
倉
と
の
書
簡
は
近
藤
健
史
「
野

村
胡
堂
の
終
戦
の
あ
と　

矢
倉
年
へ
の
書
簡
よ
り
」『
研
究
紀
要
』
26
号
、
２
０
１
３
年
３
月
、
に
も
掲
載
。

60　

大
山
定
一
の
軌
跡
は
「
大
山
定
一
年
譜
」（
吉
川
幸
次
郎
・
富
士
正
晴
編
『
大
山
定
一
』
創
樹
社
、
１
９
７
７

年
）
参
照
。
大
山
は
１
９
３
４
年
か
ら
『
コ
ギ
ト
』
に
、
１
９
３
６
年
か
ら
堀
辰
雄
が
編
集
す
る
『
四
季
』

に
投
稿
し
て
い
る
。
ま
た
同
書
に
よ
れ
ば
伊
東
静
雄
と
も
交
友
が
あ
っ
た
。

61　

大
東
亜
学
術
協
会
に
つ
い
て
は
、
久
保
田
裕
次
「
大
東
亜
学
術
協
会
の
設
立
と
活
動
」
『
京
都
大
学
大
学

文
書
館
研
究
紀
要
』
17
号
、
２
０
１
９
年
３
月
、
参
照
。

62　

「
編
輯
後
記
」
『
学
芸
』
１
巻
２
号
、
１
９
４
３
年
７
月
。

63　

田
坂
憲
二
「
書
物
を
紡
ぐ
人
々 

吉
井
勇
『
流
離
抄
』
を
中
心
に
」
『
文
学
・
語
学
』
217
号
、
２
０
１
６
年

12
月
。

64　

こ
の
頃
の
吉
井
と
川
田
の
交
流
は
田
坂
憲
二「
吉
井
勇
と
川
田
順　

昭
和
二
十
年
前
後
の
書
簡
を
中
心
に
」

『
社
会
科
学
』
46
巻
４
号
、
２
０
１
７
年
２
月
、
を
参
照
。
本
論
で
指
摘
さ
れ
る
『
洛
味
』
も
甲
文
社
の
関
係

者
が
多
く
寄
稿
す
る
。
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特集 奈良に蒔かれた言葉と思想

65　

「
あ
と
が
き
」
『
手
帖
』
１
冊
、
１
９
４
７
年
８
月
。

66　

同
右
。

67　

同
右
。

68　

１
９
４
９
年
６
月
頃
に
は
甲
文
社
出
版
部
の
住
所
は
中
京
区
河
原
町
通
六
角
下
ル
に
な
っ
て
い
る
が（
泉
井

久
之
助
『
古
典
と
現
代
』
甲
文
社
出
版
部
、
１
９
４
９
年
）、
１
９
５
０
年
６
月
頃
に
は
元
の
下
鴨
の
住
所
に

な
っ
て
い
る
（
武
者
小
路
実
篤
『
湖
畔
の
画
商　

世
界
の
旅
』
甲
文
社
、
１
９
５
０
年
）。

69　

前
掲
『
伊
賀
の
郷
土
史
あ
れ
こ
れ
』
375
頁
。

70　

書
林
新
甲
鳥
時
代
の
矢
倉
年
か
ら
新
村
出
に
宛
て
ら
れ
た
葉
書
・
手
紙
が
新
村
出
記
念
財
団
に
残
っ
て
お
り
、

１
９
５
５
年
11
月
時
点
で
中
京
区
麩
屋
町
通
二
条
上
ル
、
翌
年
10
月
時
点
で
大
阪
市
北
区
衣
笠
町
堂
ビ
ル

に
事
務
所
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。同
財
団
及
び
所
蔵
資
料
の
利
用
に
際
し
て
は
菊
地
暁
氏
、

新
村
恭
氏
の
御
教
示
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

71　

『
人
間
』
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
高
橋
英
夫
「「
人
間
」
解
説
」
小
田
切
進
監
修
・
高
橋
英
夫
他
著
『
鎌
倉

文
庫
と
文
芸
雑
誌
「
人
間
」』（
大
空
社
、
１
９
９
３
年
）
参
照
。

72　

「
編
輯
後
記
」『
人
間
』
１
巻
１
号
、
１
９
４
６
年
１
月
。

73　

大
山
が
『
人
間
』
に
投
稿
し
た
「
作
家
の
歩
み
に
つ
い
て
」
と
ほ
ぼ
同
題
の
著
書
『
作
家
の
歩
み
に
つ
い
て　

ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
覚
書
』
が
甲
文
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。




